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は
し
が
き

　
「
未
来
へ
繫
ぐ
」
と
い
う
言
葉
は
、
災
害
伝
承
や
防
災
教
育
分
野
で
「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
の
伝
承
」、「
未
来
へ
繫

ぐ
防
災
学
習
」
な
ど
と
し
て
馴
染
み
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対
策
」
と
い
う
言
葉
は
、

あ
ま
り
落
ち
着
き
の
良
い
言
葉
で
は
な
い
。

　

本
書
の
序
章
で
述
べ
る
が
、
日
本
の
災
害
対
策
は
1
9
5
9
（
昭
和
34
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
災
害
を
契
機
と
し
て
、

1
9
6
1
年
に
制
定
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
1
Ｆ
〔
イ
チ
エ
フ
〕）
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
な
ど

を
契
機
と
し
て
、
災
害
対
策
基
本
法
は
何
度
も
改
正
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
と
い
う
生
物
災
害
や
2 

0
2
2
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
と
い
う
最
悪
な
人
為
的
災
害
は
、
日
本
社
会
だ
け
で
な
く
、

人
類
社
会
に
対
し
て
災
害
対
策
と
い
う
概
念
の
根
源
的
な
再
検
討
を
求
め
、
災
害
対
策
と
い
う
概
念
の
拡
大
と
深
化

を
要
求
し
て
い
る
。

　

災
害
対
策
と
は
本
質
的
に
現
在
を
未
来
へ
繫
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対
策
」
は
違
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和
感
の
な
い
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
21
世
紀
の
世
界
で
ま
っ
た
く
想
定
外

で
あ
っ
た
20
世
紀
的
な
侵
略
戦
争
の
発
生
と
い
う
人
類
社
会
の
現
実
を
目
の
前
に
す
る
と
、「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対

策
」
と
い
う
言
葉
は
落
ち
着
き
が
悪
く
な
る
。

　

従
来
の
災
害
対
策
で
は
有
効
に
対
応
で
き
な
い
災
害
が
多
発
し
、
従
来
の
や
り
方
で
は
「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対

策
」
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
深
く
本
質
的
な
「
問
い
」
が
、
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
浸
透
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対
策
」
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
「
問
い
」
に

「
応
え
た
い
」
と
思
い
、
本
書
を
編
集
し
た
。
し
か
し
、
本
書
は
「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対
策
」
と
は
何
か
と
い
う

「
問
い
」
に
対
す
る
「
答
え
」
を
提
示
し
な
い
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、「
問
い
」
へ
の
唯
一
の
正
解
や
最
適
解
は
な

い
し
、
正
解
は
い
く
つ
も
あ
る
と
い
う
の
が
本
書
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。
い
く
つ
も
存
在
す
る
正
解
か
ら
、
科

学
と
政
治
と
社
会
は
協
働
し
て
「
対
話
の
場
」
＝
「
学
び
の
場
」
を
形
成
し
、
社
会
的
に
納
得
可
能
な
解
決
策
を
共

創
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
重
要
だ
と
い
う
の
が
、
本
書
の
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、「
学
び
の
場
」
と
はLearning Com

m
unity

で
あ
り
、
災
害
対
策
の
新
し
い
知
識
を
創
造
す

る
と
い
う
目
的
を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
科
学
と
政
治
と
社
会
に
よ
る
「
対
話
の
場
」
＝
「
学
び
の
場
」

が
有
効
に
機
能
す
る
に
は
、
参
加
者
の
エ
ン
パ
シ
ー
（em

pathy

）
能
力
の
形
成
や
境
界
知
作
業
者
の
役
割
が
決
定

的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
も
、
本
書
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
終
章
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
か
ら
、
筆
者
は
1
Ｆ
廃
炉
（
事
故
処
理
）
と
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興
の
研
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究
や
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
な
か
で
し
だ
い
に
明
確
に
見
え
て
き
た
1
Ｆ
の
事
故
要
因
や
災
害
復
興

の
構
造
的
問
題
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
災
害
対
策
と
い
う
本
当
に
大
事
な
こ
と
を
、
一
部
の
専
門
家
や
政
府
だ
け

に
任
せ
て
は
い
け
な
い
し
、
一
部
の
専
門
家
や
政
府
だ
け
に
任
せ
て
何
と
か
な
る
よ
う
な
時
代
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
第
4
章
や
第
5
章
で
述
べ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
的
課
題
（
科
学
を

超
え
た
課
題
）
や
、
厄
介
な
問
題
（
既
存
の
解
決
方
法
で
は
解
け
な
い
問
題
）
の
本
質
的
特
性
で
あ
る
。

　

現
在
の
世
界
や
日
本
の
多
く
の
社
会
課
題
は
、
災
害
対
策
で
あ
れ
、
気
候
変
動
で
あ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で

あ
れ
、
人
口
減
少
で
あ
れ
、
赤
字
財
政
や
年
金
制
度
で
あ
れ
、
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
的
課
題
で
あ
り
厄
介
な
問

題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
課
題
は
、
一
部
の
専
門
家
や
政
府
だ
け
に
任
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
科
学
（
専
門
家
）

と
政
治
（
行
政
）
と
社
会
（
市
民
）
が
協
働
し
て
、
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
る
新
し
い
社
会
的
仕
組
み
を
創
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た
な
社
会
的
仕
組
み
や
社
会
制
度
の
創
出
に
よ
っ
て
、
社
会
的
課
題
を
解
決
し
、
新
た
な
社

会
的
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
（
松
岡
編
［
2
0
1
8
］）。

　
「
未
来
へ
繫
ぐ
災
害
対
策
」
の
成
否
は
、
科
学
と
政
治
と
社
会
が
協
働
し
て
新
た
な
災
害
対
策
を
創
る
社
会
的
仕

組
み
づ
く
り
と
い
う
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
造
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
科
学
と
政
治
と
社
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
硬
く
て
厚
い
壁
を
乗
り
越
え
て
、
多
様
な
人
々
に
よ
る
「
対
話
の
場
」
＝
「
学
び
の
場
」
と
い
う
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新
た
な
社
会
的
仕
組
み
を
創
り
出
す
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
災
害
対
策
に
お
け
る
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
り
出
す
変
革

者
＝
境
界
知
作
業
者
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

諦
め
る
に
は
早
す
ぎ
る
。

　

い
ざ
挑
戦
の
旅
へ
と
も
に
出
発
し
よ
う
。

　
　
　
　
2
0
2
2
年
9
月
30
日

 

著
者
を
代
表
し
て　

松
岡
俊
二

参
考
文
献

松
岡
俊
二
編
［
2
0
1
8
］『
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
の
持
続
性
　

―
　

場
の
形
成
と
社
会
的
受
容
性
の
醸
成
』
有
斐
閣
。
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第
1
章

地
震
・
津
波
災
害

　

―
　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
「
想
定
外
」

［
阪
本
真
由
美
］

は
じ
め
に

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
れ
に
よ
る
津
波
（
東
日
本
大
震
災
）
は
、
死
者
1
万
9 

7
5
9
人
、
行
方
不
明
者
2
5
5
3
人
（
消
防
庁
に
よ
る
。
2
0
2
2
年
3
月
1
日
時
点
）
と
い
う
大
規
模
な
人
的
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
は
、
過
去
に
も
繰
り
返
し
地
震
・
津
波
に
よ
る
被

害
を
受
け
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
地
域
に
は
過
去
の
津
波
の
こ
と
を
伝
え
る
碑
が
多
数
あ
り
、
津
波
に
対
す
る
危
機

意
識
は
高
く
、
防
潮
堤
の
整
備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
津
波
予
警
報
の
整
備
、
防
災
教
育
の
推
進
、
避
難
訓

練
な
ど
の
多
様
な
防
災
対
策
が
行
わ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
き
な
被
害
が
も
た
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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本
章
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
想
定
外
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、
何
が
想
定
外
と
し
て
扱
わ
れ

た
の
か
を
検
討
す
る
。
想
定
と
は
『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
「
あ
る
一
定
の
状
況
や
条
件
を
仮
に
想
い
描
く
こ
と
」
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
想
定
外
と
は
、
仮
に
想
い
描
く
一
定
の
状
況
や
条
件
を
超
え
る
こ
と
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
想
定
外
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
背
景
に
は
、
行
政
や
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
想
い
描

い
て
い
た
想
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
行
政
や
市
民
が
ど
の
よ
う
な
災
害
を
想
定
し
て
い
た
の

か
、
さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災
が
示
し
た
防
災
や
減
災
を
め
ぐ
る
課
題
と
は
何
か
を
考
察
す
る
。

1
　
東
日
本
大
震
災
の
何
が
想
定
外
だ
っ
た
の
か

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
翌
日
の
新
聞
紙
面
に
は
、
次
の
よ
う
に
想
定
外
と
い
う
文
字
が
並
ん
だ
。

　
「
想
定
外
の
激
震
」（『
河
北
新
報
』
2
0
1
1
年
3
月
12
日
付
）、「
原
発　

想
定
外
の
事
態
」（『
朝
日
新
聞
』
2
0
1
1

年
3
月
12
日
付
）、「
津
波
瞬
時
に
襲
来　
『
最
悪
の
想
定
』
超
え
る
」（『
朝
日
新
聞
』
2
0
1
1
年
3
月
12
日
付
夕
刊
）、

「
原
発
『
想
定
外
』
の
危
機
」（『
読
売
新
聞
』
2
0
1
1
年
3
月
12
日
付
）。

　

東
日
本
大
震
災
の
地
震
・
津
波
が
想
定
外
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
被
害
を
受

け
た
三
陸
地
方
沿
岸
は
、
過
去
に
も
繰
り
返
し
大
き
な
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
1 

8
9
6
（
明
治
29
）
年
の
三
陸
地
震
で
は
2
万
人
以
上
が
、
ま
た
1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
の
三
陸
地
震
で
は
3
0
0 
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0
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
三
陸
沿
岸
に
は
過
去
の
津
波
被

害
を
伝
え
る
碑
や
遺
構
が
多
数
あ
り
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た

防
災
対
策
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
岩
手
県
宮
古
市
田
老
の
防
潮
堤
は
、
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
昭
和
三
陸
地
震
津
波
か
ら
の
復
興
過
程
に
お
い
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
10
ｍ
、
総
延
長
2
4
3
3
ｍ
に
及
ぶ
大
規

模
防
潮
堤
で
あ
っ
た
（
写
真
参
照
）。
ま
た
、
釜
石
港
の
湾
口
防
波
堤

は
31
年
か
け
て
建
設
さ
れ
、
2
0
0
9
年
に
完
成
し
た
深
さ
63
ｍ
の

防
波
堤
で
、
2
0
1
0
年
に
は
世
界
最
大
深
の
防
波
堤
と
し
て
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
政
府
の
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
対
す
る
警
戒
感
も
高
く
、
文
部
科
学
省
の
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
が
2
0
0
3
年
に
公
表
し
た
宮
城
県
沖
地
震
の
30
年

以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
東
日
本
大
震

災
は
必
ず
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
災
害
で
あ
っ
た
。

　

前
述
の
報
道
記
事
に
お
い
て
何
が
想
定
外
と
さ
れ
て
い
た
の
か
を

詳
細
に
み
る
と
、
以
下
の
2
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
1
に
、
こ
れ
ほ
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ど
大
き
な
地
震
・
津
波
が
本
当
に
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
報
道
で
は
、
気
象
庁
職
員
が

こ
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
地
震
の
専
門
家
も
岩
手
県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
の

広
範
囲
に
わ
た
る
複
数
の
震
源
域
が
連
動
す
る
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

地
震
・
津
波
観
測
を
専
門
と
す
る
気
象
当
事
者
や
研
究
者
で
す
ら
、
巨
大
地
震
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

　

第
2
に
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
が
複
合
化
し
た
点
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
地
震
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
非
常
用
発
電
源
装
置
の
停
止
、
緊
急
時
炉
心
冷
却
装
置
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
地
震
・
津
波
に
起

因
す
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

つ
ま
り
、
報
道
記
事
に
お
い
て
は
、
地
震
・
津
波
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
外
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
地
震
・
津

波
の
規
模
の
大
き
さ
や
、
被
害
の
複
合
化
が
想
定
外
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
過
去
に
繰
り
返
し
大

き
な
地
震
・
津
波
を
経
験
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
規
模
な
被
害
や
複
合
災
害
対
策
が
十
分
で
は
な
い
と
い

う
課
題
を
示
し
て
い
る
。

2
　
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
防
災
体
制

　

大
規
模
な
地
震
・
津
波
や
複
合
災
害
対
策
が
難
し
い
背
景
に
は
、
日
本
の
防
災
体
制
を
め
ぐ
る
課
題
が
あ
る
。
日
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本
の
防
災
体
制
は
、
1
9
6
1
年
に
制
定
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
て
い
る
。
災
害
対
策
基
本

法
は
、
国
（
中
央
防
災
会
議
）
は
「
防
災
基
本
計
画
」
を
策
定
し
（
災
害
対
策
基
本
法
第
34
条
）、
都
道
府
県
防
災
会
議

は
「
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
」
を
（
同
第
40
条
）、
市
町
村
防
災
会
議
は
「
市
町
村
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定
し

（
同
第
42
条
）、
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
対
策
を
進
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
、「
地
震
災
害
対

策
編
」「
津
波
災
害
対
策
編
」「
風
水
害
対
策
編
」「
火
山
災
害
対
策
編
」「
雪
害
対
策
編
」「
原
子
力
災
害
対
策
編
」

と
い
う
よ
う
に
災
害
種
（
ハ
ザ
ー
ド
）
別
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
災
害
予
防
、
応
急
対
策
か
ら
復
旧
・

復
興
に
至
る
総
合
的
な
対
策
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
別
な
の
は
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
用
い
て
、
起
こ

り
う
る
災
害
や
災
害
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
被
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
に
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
防
災
基
本
計
画
の
「
地
震
災
害
対
策
編
」
か
ら
み
て
み
よ
う
。

そ
こ
で
は
「
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
を
含
め
様
々
な
地
震
を

想
定
し
、
そ
の
想
定
結
果
や
切
迫
性
等
に
基
づ
き
対
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
」
と
、
最
大
ク
ラ
ス
を
含
む
多
様

な
地
震
に
基
づ
き
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
過
去
の
被
害
地
震
や
活

断
層
等
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
地
震
が

想
定
さ
れ
る
の
か
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
揺
れ
に
基
づ
く
人
的
被
害
・
建
物
被
害
・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
等
の
詳
細
な
災
害
シ
ナ
リ
オ
が
構
築
さ
れ
対
策
が
検
討
さ
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
が
、
当
時
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
検
討
し
て
い
た
想
定
地
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震
は
、
宮
城
県
第
三
次
地
震
被
害
想
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
（
宮
城
県
防
災
会
議
［
2
0
0
4
］）。
具
体
的
に
は
、

次
の
3
モ
デ
ル
の
地
震
が
検
討
さ
れ
た
。

　

①
宮
城
県
沖
地
震
（
単
独
）、
②
宮
城
県
沖
地
震
（
連
動
）、
③
長
町
―
利
府
線
断
層
帯
の
地
震
を
震
源
と
す
る
地
震
。

津
波
に
つ
い
て
は
次
の
3
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
た
。

　

①
宮
城
県
沖
地
震
（
単
独
）、
②
宮
城
県
沖
地
震
（
連
動
）、
③
昭
和
三
陸
地
震
。

　

宮
城
県
は
、
こ
れ
ら
の
地
震
・
津
波
の
な
か
か
ら
、
被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
被
害
量
も
大
き
い
と
想
定
さ
れ

た
宮
城
県
沖
地
震
の
連
動
型
（
冬
の
午
後
6
時
発
生
の
ケ
ー
ス
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
被
害
予
測
を
行
い
、
そ
の
予
測
に

基
づ
き
災
害
発
生
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
建
物
の
全
壊
・
大
破
棟
数
7
5
9
5
棟
、
死
者
数
1 

 

6 

4
名
と
い
う
被
害
に
加
え
、
避
難
・
救
援
、
交
通
・
輸
送
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
救
出
・
救
急
・
医
療
、
住
宅
関
連
、

経
済
影
響
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
も
詳
細
に
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
津
波
の
被
害
想
定
に
お
い
て
、
よ
り
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
た
の
は
、
③
昭
和
三
陸

地
震
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
陸
地
震
に
つ
い
て
は
、
津
波
の
最
高
水
位
は
宮
城
県
北
部
ほ
ど
高
く
、
津
波
が
到
達
す
る

時
間
は
、
県
全
域
で
30
分
以
上
で
あ
っ
た
。
津
波
の
浸
水
面
積
は
、
亘
理
町
、
山
元
町
、
気
仙
沼
市
が
大
き
く
、
4

㎢
で
あ
っ
た
。
津
波
の
到
達
時
間
は
、
最
も
早
い
唐
桑
町
で
32
分
後
で
あ
り
、
そ
の
最
高
水
位
は
18
・
6
ｍ
で
あ
り
、

歌
津
町
で
は
35
分
後
、
最
高
水
位
は
14
・
4
ｍ
で
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
宮
城
県
石
巻
市
で
15
時
26
分
に
8
・
6
ｍ
以
上
の
津
波
が
観
測
さ
れ
た
。
昭
和
三
陸
地
震
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の
被
害
想
定
に
基
づ
き
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
れ
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
実
態
に
よ
り
即
し
た
想
定
と
な
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
被
害
想
定
に
つ
い
て
は
、
想
定
地
震
と
実
際
の
地
震
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
示
さ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け
て
被
害
想
定
の
あ
り
方
も
見
直
さ
れ
、
現
在
は
次
の
よ
う
な
地
震
想
定
に

基
づ
き
被
害
想
定
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

①
発
生
確
率
は
低
い
が
海
溝
型
巨
大
地
震
に
起
因
す
る
高
レ
ベ
ル
の
地
震
動
、
②
構
造
物
・
施
設
等
の
供
用
期
間

中
に
数
度
程
度
発
生
す
る
確
率
を
持
つ
地
震
動
、
③
発
生
確
率
は
低
い
が
内
陸
直
下
型
地
震
に
起
因
す
る
高
レ
ベ
ル

の
地
震
動
。

　

こ
の
よ
う
に
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
確
率
が
低
く
と
も
被
害
が
大
き
い
災
害
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
被
害
想
定
に
基
づ
き
防
災
対
策
が
進
め
ら
れ
る
の
は
地
震
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
ハ
ザ
ー
ド
も
同
様
で
あ

る
。
た
だ
し
、
複
数
ハ
ザ
ー
ド
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
災
害
（
複
合
災
害
）
へ
の
対
策
を
定
め
た
防
災
計
画
は
な

い
。
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
よ
う
な
地
震
に
起
因
す
る
複
合
災
害
に
対
応
す

る
体
制
は
、
依
然
と
し
て
脆
弱
な
ま
ま
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時
の
防
災
体
制
は
計
画
に
基
づ
く
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
計
画
は
ハ

ザ
ー
ド
ご
と
に
被
害
想
定
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
て
い
た
。
策
定
段
階
に
お
い
て
は
、
最
大
級
の
地
震
を
含
む
あ
ら
ゆ
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る
パ
タ
ー
ン
の
地
震
が
検
討
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
発
生
確
率
が
高
い
地
震
が
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
防
災
対
策

は
ハ
ザ
ー
ド
ご
と
に
策
定
さ
れ
、
地
震
や
津
波
に
起
因
す
る
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う
複
数
ハ
ザ
ー
ド
に
よ
る
被

害
を
想
定
し
た
計
画
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
要
因
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
は
想
定
外
と
し
て

扱
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
　
被
害
想
定
の
防
災
政
策
へ
の
適
応

被
害
想
定
を
可
視
化
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

前
述
の
地
震
被
害
想
定
が
ど
の
よ
う
に
防
災
政
策
に
適
応
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
被
害
予
測
地
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
）
の
事
例
か
ら
検
討
す
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
被
害
想
定
に
よ
り
示
さ
れ
る
災
害
リ
ス
ク
を
地
図
上
に
可

視
化
し
た
情
報
で
あ
る
。

　

地
震
・
津
波
防
災
対
策
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
、
国
は
1
9
9
8
年
に
「
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
津
波
対
策
強

化
の
手
引
き
」
を
、
ま
た
2
0
0
4
年
に
は
住
民
の
避
難
対
策
や
施
設
整
備
を
目
的
と
し
た
「
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
手
引
き
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
地
域
で
防
災
対
策
を
進
め
る
た

め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
住
民
避
難
対
策
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
対
策
強
化
や
、
行
政
に
よ
る
防
災
施
設
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第
5
章

災
害
対
策
の
倫
理

　

―
　

何
を
優
先
す
べ
き
か

［
寺
本
　
剛
］

は
じ
め
に

　
「
災
害
の
倫
理
」
と
い
う
と
、
平
常
時
の
倫
理
と
は
別
の
、
災
害
時
向
け
に
用
意
さ
れ
た
倫
理
の
こ
と
を
考
え
る

か
も
し
れ
な
い
。「
誰
を
先
に
助
け
る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
よ
う
な
こ
と
を
ま
っ
さ
き
に

想
像
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
考
え
る
順
序
が
逆
で
あ
る
。
災
害
と
い
う
テ
ー
マ
で
ま
ず
優
先
す

べ
き
な
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
平
常
時
に
共
有
し
て
い
る
倫
理
を
で
き
る
だ
け
維
持
す
る
こ
と
だ
（
ザ
ッ
ク
［
2
0
2 

0
］）。
災
害
時
に
は
、
緊
急
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
平
常
時
の
倫
理
が
軽
視
さ
れ
、
倫
理
の
ハ
ー
ド
ル
が
な
し
崩
し

的
に
下
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
前
も
っ
て
何
の
備
え
も
せ
ず
、「
誰
を
先
に
助
け
る
べ
き
か
」

と
い
う
こ
と
だ
け
を
決
め
て
お
こ
う
と
す
る
の
は
倫
理
的
な
怠
慢
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
「
何
を
優
先
す
べ
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き
か
」「
誰
を
優
先
す
べ
き
か
」
を
考
え
な
く
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
災
害
時
に
は
、
想
定
外
の
事
態
が

発
生
し
、
日
常
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
壊
れ
、
人
々
を
救
う
た
め
の
資
源
が
限
ら
れ
る
。
そ
の
と

き
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
何
ら
か
の
優
先
順
位
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
災
害
対
策
の
一
部
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
を
、
災
害
へ
の
備
え
を
後
回
し
に
す
る
口
実
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
平
常
時
の
倫
理
の
維
持
」

と
い
う
原
則
の
も
と
で
考
え
る
こ
と
だ
。
以
下
で
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
倫
理
と

は
何
か
、
そ
し
て
災
害
対
策
に
お
い
て
何
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
基
準
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
た
い
。

1
　
平
常
時
の
倫
理
　

―
　

弱
さ
へ
の
平
等
な
配
慮

わ
れ
わ
れ
の
脆
弱
さ

　

ジ
ャ
ン=

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
、
文
明
化
す
る
以
前
の
自
然
人
が
自
分
の
身
ひ
と
つ
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
た

の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
降
の
人
間
は
文
明
に
依
存
し
た
た
め
に
弱
く
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
（
ル
ソ
ー
［
2
0
1
6
］）。

歴
史
的
な
事
実
と
し
て
正
し
い
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
こ
の
指
摘
は
現
代
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
本
質
的
な
一
面

を
捉
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
独
力
で
は
生
き
て
い
け
な
い
弱
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
今
の
世
の
中

で
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
生
存
に
不
可
欠
な
食
べ
物
の
供
給
は
、
生
産
・
加
工
・
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流
通
か
ら
な
る
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に
ほ
ぼ
完
全
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
人
は
ま
と
も
に
食

べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
構
図
は
衣
食
住
医
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
の
す
べ
て
の
領
域

に
及
ぶ
。
一
人
ひ
と
り
の
個
人
は
、
自
分
に
は
な
い
知
識
、
能
力
、
技
術
を
備
え
た
他
人
と
と
も
に
分
業
・
協
業
の

社
会
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
、
そ
こ
に
加
わ
る
こ
と
で
よ
う
や
く
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

災
害
と
い
う
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
壊
れ
、
脆
弱
な
個
人
が
そ
こ
か
ら
放
り
出
さ
れ
る
事
態
で

あ
る
。
そ
の
と
き
、
個
人
が
独
力
で
で
き
る
こ
と
、
ま
た
な
す
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
の
持
っ
て
い
る
能
力
と
資

源
を
使
っ
て
自
分
自
身
を
守
り
（
自
助
）、
余
裕
が
あ
れ
ば
身
近
に
い
る
人
々
を
守
る
こ
と
（
共
助
）、
そ
の
際
に
他

人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
あ
と
は
、
被
害
を
受
け
て
い
な
い
人
々
や
公
的
機
関
が
社

会
シ
ス
テ
ム
を
修
復
し
、
被
災
者
を
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
げ
て
助
け
る
し
か
な
い
（
共
助
・
公
助
）。
こ
れ
は
実
は

災
害
時
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
が
滞
っ
た
り
途
切
れ
た
り
し
て
食
料
が
届
き
に
く
い

場
所
は
「
食
の
砂
漠
」（
こ
の
呼
び
名
自
体
が
こ
う
し
た
場
所
に
住
む
人
々
や
砂
漠
地
方
に
住
む
人
々
に
対
し
て
差
別
的
だ
と

い
う
批
判
も
あ
る
）
と
呼
ば
れ
て
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
が
現
状
を
改
善
す
る

た
め
に
自
力
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
平
常
時
で
も
、
何
ら
か
の
理
由
や
原
因
で
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
外

れ
て
し
ま
っ
た
脆
弱
な
人
々
が
お
り
、
そ
う
し
た
人
々
を
助
け
る
こ
と
が
倫
理
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
倫
理
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以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
命
や
生
活
を
分
け
隔
て

な
く
尊
重
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
災
害
時
に
は
、
そ
し
て
、
平
常
時
で
あ
っ
て
も
、

す
べ
て
の
人
は
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
、
社
会
制
度
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
不
利
な
状
況
を
強
い
ら
れ

て
い
る
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
だ
け
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
（
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
に
は
社
会
的
弱
者
が
よ
り
弱
い
立
場

に
追
い
込
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
）。
そ
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
自
ら
の

命
や
生
活
を
守
ろ
う
と
す
る
自
愛
の
気
持
ち
を
持
つ
な
ら
ば
、
危
機
に
瀕
し
た
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
社
会
シ
ス
テ

ム
を
わ
れ
わ
れ
は
望
む
。

　

こ
の
よ
う
に
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
人
を
守
る
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
必
然
的
に
一
人
ひ
と
り
の
命
や
生
活
を
平

等
に
尊
重
す
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
偶
然
に
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ

て
待
遇
に
差
を
つ
け
る
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
弱
い
立
場
の
人
を
安
易
に
見
捨
て
る
可
能
性
が
あ
り
、
信
頼
で
き
な
い

か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
わ
れ
わ
れ
が
望
む
の
は
、
決
し
て
自
愛
の
気
持
ち
だ
け
か
ら
で
は
な
い
。
困
っ
て
い
る
他

人
を
思
い
や
り
、
助
け
よ
う
と
す
る
同
情
心
や
責
任
感
が
わ
れ
わ
れ
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
て
も
、

た
ま
た
ま
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
他
人
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
許
容
で
き
ず
、
そ
う
し
た
人
々
を
包
摂
し
、

助
け
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
わ
れ
わ
れ
は
支
持
す
る
だ
ろ
う
。

　

弱
い
立
場
の
人
々
を
守
る
と
い
う
以
上
の
よ
う
な
理
想
は
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
目
標
と
し
、
災
害
時
に
は
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「
で
き
る
だ
け
多
く
の
命
を
救
う
」
こ
と
を
目
指
す
功
利
主
義
的
な
倫
理
観
と
は
異
な
る
。
功
利
主
義
は
、
社
会
全

体
の
幸
福
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
、
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
人
を
見
捨
て
る
可
能
性
を
原
理
的
に
は
排
除
し
て
い

な
い
。
そ
の
点
で
、
功
利
主
義
的
な
倫
理
観
は
わ
れ
わ
れ
が
第
一
に
追
求
す
べ
き
理
想
で
は
な
く
、
そ
の
理
想
が
実

現
不
可
能
な
と
き
に
採
用
さ
れ
る
次
善
の
規
範
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
わ
れ
わ
れ
が
追
求
す
べ
き
倫
理
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
を
尊
厳
あ
る
人
格
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
を

求
め
る
義
務
論
的
な
倫
理
観
と
似
て
い
る
が
、
厳
密
に
い
え
ば
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
人
ひ

と
り
の
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
一
人
ひ
と
り
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
扱
い
、
別
の

目
的
の
た
め
の
犠
牲
に
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
先
に
述
べ
た
「
一
人
ひ
と
り
を
平
等
に
尊
重

す
る
」
と
い
う
考
え
方
と
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
章
が
前
提
と
す
る
倫
理
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
弱
い
立
場

に
あ
る
人
々
に
対
す
る
同
情
心
や
責
任
感
を
重
視
し
（
ヨ
ナ
ス
［
2
0
1
0
］）、
そ
う
し
た
人
々
を
ま
ず
は
優
先
し
て

救
う
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

平
常
時
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
倫
理
を
理
想
と
し
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
社
会
生
活
を
営
ん
で

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
想
は
災
害
が
起
こ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
捨
て
て
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
災
害
に
よ
っ
て
社
会
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
、
平
常
時
の
倫
理
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
べ
く
、
災
害
に
強
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

ま
た
災
害
か
ら
速
や
か
に
復
旧
で
き
る
よ
う
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
が
災
害
に
対
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し
て
倫
理
的
に
対
応
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
一
人
ひ
と
り
の
弱
さ
を
十
分
に
意
識
し
、
そ
う
し
た
人
々
を
等
し
く
守

る
こ
と
を
ど
こ
ま
で
真
摯
に
追
求
し
て
災
害
対
策
に
取
り
組
め
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
災

害
の
倫
理
は
本
質
的
に
災
害
対
策
の
倫
理
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2
　
災
害
対
策
＝
厄
介
な
問
題

厄
介
な
問
題

　

以
上
の
よ
う
な
目
標
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
災
害
の
倫
理
の
第
一
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
安
易

に
妥
協
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
高
い
目
標
を
立
て
た
こ
と
に
満
足
し
て
実
行
が
伴
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
無
責
任
で
あ
り
、
倫
理
的
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
災
害
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
間
を
平
等
に
守
る
と
い
う
理
想
と
緊
急
事
態
と
い
う
現
実
の
間
で
ど
こ
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
く
か
を
真

摯
に
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
課
題
は
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
災
害
対
策
は
「
被
害
を
事
前
に
想
定
し
、
そ
れ
に
備
え
る
」

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
本
質
的
な
不
確
実
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ど
の
程
度
の
被
害
を
想
定
す
る
か
、
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
か
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
実
現
可
能
か
、
何
に
ど
れ
く
ら
い
投
資
す
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
明
確
な
答
え
を
出
す
の
は
専
門
家
で
さ
え
難
し
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
問
題
に
社
会
全
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体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
さ
ら
に
問
題
を
込
み
入
っ
た
も
の
に
す
る
。
社
会
は
多
様
な

人
々
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
災
害
に
対
す
る
想
像
力
や
危
機
感
、
守
る
べ
き
も
の
の
優
先
順
位
、
専
門
家
の
意
見
へ

の
信
頼
な
ど
に
つ
い
て
温
度
差
や
考
え
方
の
違
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
意
見

や
価
値
観
の
対
立
が
生
じ
や
す
く
、
す
べ
て
の
人
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
答
え
に
た
ど
り
着
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
都
市
計
画
家
の
ホ
ル
ス
ト
・
リ
ッ
テ
ル
と
メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ウ
ェ
バ
ー
が
定
式
化
し
た
「
厄
介

な
問
題
（w

icked problem

）」（Rittel and W
ebber

［1973

］）
の
一
種
で
あ
る
。
リ
ッ
テ
ル
と
ウ
ェ
バ
ー
に
よ
れ
ば
、

科
学
や
技
術
の
専
門
家
が
当
時
受
け
て
き
た
教
育
や
訓
練
、
あ
る
い
は
取
り
組
ん
で
い
た
研
究
や
仕
事
は
、
解
決
す

べ
き
問
題
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
か
が
明
確
に
わ
か
る
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
リ
ッ
テ
ル
と
ウ
ェ
バ
ー
は
こ
れ
を
「
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
問
題
（tam

e problem

）」
と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
、

数
式
を
解
い
た
り
、
詰
将
棋
の
答
え
を
考
え
た
り
、
化
合
物
の
構
造
を
分
析
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が

こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
複
雑
で
な
か
な
か
解
け
な
い
問
題
も
あ
る
が
、
何
を
な
す
べ
き
で
、
ど
う
し

た
ら
問
題
が
解
決
で
き
た
こ
と
に
な
る
か
は
明
確
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ど
こ
に
高
速
道
路
を
つ
く
る
か
、
税
金
の
税
率
を
ど
の
程
度
に
す
る
の
か
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
ら
よ
い
か
、
と
い
っ
た
公
共
政
策
に
関
わ
る
問
題
は
、
十
分
に
構
造
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ど
う
し
た
ら
問
題
が
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
か
も
は
っ
き
り
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
リ
ッ
テ
ル
と
ウ

ェ
バ
ー
は
こ
う
し
た
問
題
を
厄
介
な
問
題
と
呼
び
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
問
題
と
区
別
し
た
。
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厄
介
な
問
題
に
は
、
そ
も
そ
も
一
つ
の
正
し
い
答
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
以
前
に
、
そ
も
そ
も
何
が
問

題
で
あ
る
か
に
つ
い
て
さ
え
共
通
の
理
解
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
速
道
路
を
ど
こ
に
つ
く
る
か
を
考

え
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
高
速
道
路
が
必
要
な
い
と
考
え
る
人
も
い
る
と
し
た
ら
、
問
題
の
答
え
ど
こ
ろ
か
、
何
が

問
題
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
さ
え
合
意
が
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
何
を
問
題
と
し
、

そ
の
問
題
を
ど
の
方
向
に
向
け
て
「
進
め
て
」
い
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
は
決
ま
ら
な
い
し
、
決
ま
っ
た

と
し
て
も
す
ぐ
に
別
の
方
向
か
ら
横
槍
が
入
る
だ
ろ
う
。「
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
し
か
な
い
」
と
い
っ
て
踏
み
出

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
問
題
に
対
処
し
て
い
く
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
常
に
賭
け
の
要
素
が
あ
り
、
状
況
を
変
え

た
こ
と
で
後
戻
り
で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
別
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
決
定
に

よ
り
、
特
定
の
人
に
過
度
の
不
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
問
題
へ
の
介
入
に
は
倫
理
的
な
責
任

が
伴
う
こ
と
に
も
な
る
。
厄
介
な
問
題
が
そ
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
厄
介
さ
が
本
質
的
に
備

わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

厄
介
な
問
題
を
飼
い
慣
ら
そ
う
と
し
て
は
い
け
な
い

　

リ
ッ
テ
ル
と
ウ
ェ
バ
ー
が
「
厄
介
な
問
題
」
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
の
は
1
9
6
0
年
代
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
少

な
く
と
も
半
世
紀
以
上
は
経
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
よ
い
解
決
策
が
み
つ
か
ら
な
い
の
か
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
、
厄
介
な
問
題
と
い
う
の
は
「
厄
介
」
だ
か
ら
こ
そ
厄
介
な
問
題
な
の
で
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あ
り
、
簡
単
に
解
決
で
き
る
な
ら
そ
の
よ
う
な
問
題
は
本
質
的
に
厄
介
な
も
の
で
は
な
い
。
リ
ッ
テ
ル
と
ウ
ェ
バ
ー

は
、
簡
単
に
解
決
す
る
方
法
を
探
そ
う
と
し
て
こ
の
問
題
を
定
式
化
し
た
の
で
は
な
く
、
簡
単
に
解
決
で
き
な
い
も

の
と
し
て
ま
ず
は
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
に
こ
の
問
題
を
定
式
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
厄
介
な
問
題
を
無
理
や
り
「
解
決
」
し
よ
う
と
す
る
と
、
問
題
を
さ
ら
に
や
や
こ
し
く
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。「
き
れ
い
に
」
解
決
す
る
こ
と
が
本
質
的
に
不
可
能
な
問
題
を
「
き
れ
い
に
」
解
決
し
て
し
ま
え
ば
、

ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
そ
の
解
決
が
、
社
会
の
な
か
の
特
定
の
人
た
ち
に
負

担
や
リ
ス
ク
を
押
し
つ
け
る
と
な
れ
ば
、
や
や
こ
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
倫
理
的
に
問
題
で
あ
る
。
厄
介
な
問
題
を

定
式
化
し
た
最
初
の
時
点
で
リ
ッ
テ
ル
と
ウ
ェ
バ
ー
は
、
厄
介
な
問
題
を
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う

に
扱
っ
た
り
、
厄
介
な
問
題
を
焦
っ
て
飼
い
慣
ら
そ
う
と
し
た
り
、
社
会
問
題
に
固
有
の
厄
介
さ
を
認
識
し
よ
う
と

し
な
い
こ
と
は
倫
理
的
に
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
っ
て
、
注
意
を
促
し
て
い
る
（Rittel　and

　W
ebber

［1973

］）。

　

災
害
対
策
を
厄
介
な
問
題
と
し
て
捉
え
ず
、
そ
れ
を
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
問
題
と
し
て
扱
お
う
と
す
れ
ば
、
以
上
の

よ
う
な
非
倫
理
的
な
状
況
を
生
じ
さ
せ
、
そ
れ
が
対
立
の
元
と
な
り
、
災
害
対
策
が
滞
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

平
常
時
に
災
害
対
策
の
「
厄
介
さ
」
を
共
有
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
経
験
を
積
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
有
意
義
な
協
働

を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
運
営
す
る
能
力
を
培
う
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
災
害
時
や
災
害

後
に
的
確
な
意
思
決
定
を
す
る
能
力
の
点
で
も
不
安
が
残
る
。
こ
の
よ
う
な
脆
弱
な
状
態
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
平
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常
時
の
倫
理
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
、
す
べ
て
の
ア

ク
タ
ー
が
災
害
対
策
を
「
厄
介
な
問
題
」
と
し
て
認
識
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
倫
理
的
課
題
と
な

る
。3

　
ど
ん
な
声
を
優
先
す
べ
き
か

　

災
害
対
策
に
お
け
る
理
想
と
現
実
の
間
に
は
多
様
な
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
災
害
対
策
が
厄
介
な
問
題
な
の

は
、
そ
の
無
数
の
可
能
性
の
う
ち
ど
れ
が
よ
い
答
え
な
の
か
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
多
様
な
市
民
に
よ
る
開

か
れ
た
議
論
の
な
か
で
、
災
害
に
先
だ
っ
て
探
り
当
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
と
は
い
え
、
そ
の
た

め
の
手
が
か
り
が
何
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
多
様
な
意
見
が
存
在
し
、
す
べ
て
の
人
が
自
分
の
意
見
を
い
え
る
の

だ
と
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
反
映
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
な
か
に
は
反
映
す
べ
き
で
な
い
意
見
も
あ

る
。
何
が
正
解
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
が
不
正
解
か
は
大
枠
で
特
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

の
だ
。
そ
れ
を
見
極
め
る
に
は
、
や
は
り
自
分
た
ち
の
弱
さ
を
自
覚
し
、
一
人
ひ
と
り
の
命
を
平
等
に
尊
重
す
る
と

い
う
原
則
に
立
ち
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
に
よ
っ
て
、
あ
る
地
域
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
と

し
て
公
表
さ
れ
る
と
、
そ
の
地
域
の
地
価
が
下
落
し
、
そ
の
地
域
の
住
民
に
不
利
益
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
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285-289，292-294
オネスト・ブローカー　→誠実な

政策仲介者

● か　行

飼い慣らされた問題　　160，229
回復共同体（TC）　　289
科　学
　―と政治と社会の協働　　10，

24，274，284
　―の共和国　　123
　科学のための―　　123
　行動のための―　　123
科学技術リスク　　62
科学者　　124，130
　科学の仲介者としての―　　

124
　純粋な―　　124
　誠実な政策仲介者（オネスト・

ブローカー）としての―　　
124，129

　論点主義者としての―　　
124

科学的助言　　92，106
科学的信頼性　　17
科学的予測　　98，99，126

● アルファベット

COP（締約国会議）　　127
IPCC（気候変動に関する政府間

パネル）　　113，127，130
K 値　　95，96
PCR 検査　　93
RK&M　→記録と知識と記憶
SIR モデル　　94
SPEEDI（緊急時迅速放射能影響

予測ネットワークシステム）　　
71

SSHAC ガイドライン　　52
TC　→回復共同体
UNFCCC　→国連気候変動枠組

条約
unknown unknowns　　24，237
VUCA　　11

● あ　行

アーカイブ　　187
安全神話　　6，7，18，22，59-61，70
安全な場所　→サンクチュアリ
安全目標　　60，68
暗黙知　　174，244
1・5 ℃特別報告書　　128
イノベーション　　139
ウイルス　　213，218，222，224，

226
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境界知　　282，283
境界知作業者　　282-284，296
教　訓　　207
　災害の―　　209
　歴史の―　　277-279，293
記録と知識と記憶（RK&M）　　

281
緊急時迅速放射能影響予測ネット

ワークシステム　→ SPEEDI
空気感染　　216
グラスゴー気候合意　　129
クラスター対策　　93
経口感染　　215
減　災　　44
原子力規制委員会（日）　　63，64，

77
原子力規制委員会（米）　　256
原子力災害対策特別措置法　　71
原子力防災訓練　　71
原発事故　　8
広域避難計画　　80
豪雨災害　　145，146
公平性　　165，166
功利主義　　158，164
国連気候変動枠組条約

（UNFCCC）　　112
コミュニティ　　290
　方法としての―　　290
　目的のある―　　264，274，

290，292

● さ　行

災　害　　2，156
　―脆弱性　　44

　―の不確実性　　6，9，10，16，
22

科学的リスク評価　　173
科学リテラシー　　98
格差原理　　168，169
確たる知　　100，104，107
獲得免疫　　219，220
確率論的地震動予測　　16，17，19
確率論的地震ハザード評価　　49
釜石の奇跡　　240，241
感染症　　212，229
　―災害　　99
　―対策　　168
緩和政策　　116
記　憶　　177
　―の維持・継承　　180，198
　―の再活性化　　178-180，

198，200
　―の集合性　　204，206
　固定化された―　　190
危機管理　　101
気候市民会議　　131
気候変動（地球温暖化）　　110-

112，114，117，119，121
　―政策・対策　　8，139，140
　―への危機感　　135，137，

138
　―予測　　16，21
　―リスク　　115，117，125
気候変動適応法　　114
気候変動に関する政府間パネル　

→ IPCC
技術イノベーション　　139
技術災害　　3
義務論　　158，164
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素人の専門家モデル　　250，283
新型コロナウイルス　　97，217，

218，231
　―感染症　　84，87
新型コロナウイルス感染症対策専

門家会議（専門家会議）　　
89，91

新興感染症　　97，99，100，107
震災学習　　193
震災モニュメント　　186
深層防護　　58
シンパシー　　285，287，288
ステルス戦略　　134
スリーマイル島原発事故　　4，

253
誠実な政策仲介者（オネスト・ブ

ローカー）　　124，175
正常性バイアス　　149
正統的周辺参加論　　195
世代間倫理　　181
接触感染　　215
ゼロリスク　　66-69
仙台防災枠組　　44，170
専門家　　15，69，89，90，100，107，

119，170-172，174，175，236，
243，244，295

専門家会議　→新型コロナウイル
ス感染症対策専門家会議

専門知　　106，125，282
想　起　　197-200
想定外　　4，6，7，13，14，18，22，29，

31，40，47
ソーシャル・コンパクト　　105-

107
ソーシャル・ディスタンシング　　

　―の記憶　　46，150，181，183，
186，187，198，200，201，207

　―の世紀　　11
　―の倫理　　154
　―への想像力　　180
　―予測　　6
　―リスク　　44
災害応急対応　　147
災害教育　　180
災害対策　　3，6，45，47，159，162，

163
　―のパラダイム・シフト　　

25
災害対策基本法　　2，32
サイトカインストーム　　214
相模トラフ　　51
サンクチュアリ（安全な場所）　　

249，291
三密回避　　91
三陸地震　　29
地震・津波防災対策　　43
地震動予測　　16，18，49
地震発生確率　　51
自然災害　　3
自然免疫　　219
市民委員会　　256，258
社会イノベーション　　139
社会的基本財　　168
社会的弱者　　157
社会的納得性　　117，138
集合知　　12
集合的記憶　　204，205，209，281
首都直下型地震　　9
情報公開　　5
将来世代　　176，177，181



4　　 

　社会のなかの―　　272
　地域のなかの―　　272
暴　露　　115
ハザード　　115
　―評価　　54
ハザードマップ（被害予測地図）　　

35-37，39，163，164
バックフィット規制　　63
阪神・淡路大震災　　185，187
パンデミック　　101，103，104，

211，227，233，234
被害想定　　34
被害予測　　6，17，33，44
被害予測地図　→ハザードマップ
東日本大震災　　28
被災体験　　186
避難勧告・避難指示　　147
避難訓練　　179
避難計画　　80
避難行動　　41，42，148，149
避難情報　　148，149
避難対策等検証会議　　148
飛沫感染　　216
病原性ウイルス　　214，223
風　評　　236
不確実性　　171
複合災害　　34
福島原発事故　　4，56，59
不顕性感染（無症状感染）　　217
復興災害　　7
復興政策　　3
防　災　　3，150
　―教育　　186，193
　―訓練　　179
　―ゲーム　　180

91
即　興　　45

● た　行

大規模災害　　47
大規模地震　　9，19
対　話　　246，250
　―のデザイン　　248
　―の場　　5，14，24，138，244，

245，249，266-268，272，274
　―のルール　　251
地域知（ローカル・ナレッジ）　　

173，282
地域防災計画　　32
地球温暖化　→気候変動
津波防災マップ　　36
定常事故論　　61
締約国会議　→ COP
適応政策　　116
トランス・サイエンス　　23
　―的課題　　24，122，245
トリアージ　　166

● な　行

南海トラフ地震　　9，50
2・5 人称の視点　　15，295，296
認識共同体　　130
認識論的不確実性　　16，19，20，

50，52，125，126，171

● は　行

廃　炉　　254
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弱い立場　　157，164，169，176

● ら　行

リスク　　67，68，81，115，116
　―の比較　　118
リスク・ガバナンス　　82
リスク管理　　54，99
リスク・コミュニケーション　　

79，118
リスク神話　　64，67，69，70
リスク評価　　54
レジリエンス　　10，12
ローカル・ナレッジ　→地域知

● わ　行

ワクチン　　88，98，167，220，227，
231

　―サイクル　　3，7
　―対策　　3，44，45
　―体制　　31
　―のパラダイム・シフト　　

243
防災基本計画　　32

● ま　行

学びの場　　5，14，24，272，274
満足感の誤謬　　134
ミクロ・マクロ・ループ　　252
無症状感染　→不顕性感染
免　疫　　219，221

● や　行

厄介な問題　　24，160-163，171，
229，236，273
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